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   Since  Lipschiltz and others have presumedthe virus as a suspicious cause of the 
condyloma acuminatum, the virus infection theory has been considered as the most 
probable etiology of the condyloma acuminatum. The author, recently, has studied its 
fine structure by means of electron-microscope in twenty-five cases. The results are 
summarized as follows. 
   1) In only two out of the twenty-five cases, the abnormal granules are seen in the 
cytoplasm of the prickle cell, and are suspicious enough as a virus of 150-250mp in size. 
   2) In the six cases including the above mentioned two, some changes are noticed in 
the cytoplasm  ; i. e. a relatively non-structural clear change  in, the two cases and a 
vacuole like change in the rest of the four. 
   3) In all the twenty-five cases, the stratum corneum is generally edematous and 
less cornified. 
   4) In the nineteen cases excluding above mentioned six, the prickle cell stroma re-
veals generally clear structure. 
   5) The nucleus and nucleoles of the prickle cell are generally larger and relatively 
stable. 
   6) The mitochondria reveals remarkable enlarging deformity and the arrangement of 
the cristae mitochondriales is rarely in order. 
   7) The endoplasmic reticulum, Golgiarea, etc. are relatively less developed. 
  8) The tonofibril has remarkably decreased in the cells of which cytoplasm revealed 
the above mentioned degenerations.
緒 言
CondylomaAcuminatumは光学顕 微 鏡
(以下光顕 と略す)的 に,Acanthomaに 属
し・棘細胞層の増殖 を特徴 とす る疾患で ある.




maの 瀕液を動物 に接種せ る本症の発 生 実 験
(BibersteinH.)2)等か ら可 能的原囚 と して
virUSの存 在が仮 定 され,virUS感染説 が 重
要 視 されて来た.
近年,電 子顕微鏡(以 下電顕 と略す)的 検索

















i環状溝4例,包 皮内板12例,尿道 口3例,繋 帯2例,

















































































































































































材 料 はそ れ ぞ れ 麻 酔 せ ず に,condylomaの一 部 を
切 除,直 ち に1%osmicacid(PH7.4にveronal
acetateで緩衝)中 に 於 い て,約1mm3の 細 片に切
り,氷 室 に1乃 至2時 間 固定 した.固 定 後 蒸溜 水で 洗
い,Ethanol系列 で 脱 水,N-Buthylmethacrylate
で包 埋 した.次 い で 包埋 した ま まLatta&Hart・
mann型 のGlassKnifeとServalMicrotomeで
薄 切 し,直 接J.E.M.-4C改良 型 電子 顕 微鏡 下 に鏡検
した.
尚,正 常 皮 膚 対 照 例 とし て,Phimosisの1例よ り
包 皮 内板 の 一 部 を 切 除,同 様 に 固定 薄 切 して電顕 下に
観 察 した.
i又,材料 を 切 除 の 際,同 一 材 料 の一 部 を光 顕用 とし
て10%Formalin固定 し,HaematoxylinEosin染
色 を施 し,光 顕 的 にcondylomaを 確 認 し,電 顕 的

















及び所謂細胞間橋を形成して異常に発達 して い る.
Fig2の左下には穎粒層の細胞も見 られるが,そ の境
界は明瞭でなく,細胞質内には其他変性系 粒 体 乃至
































































































2)棘 細胞層=こ の6例 に於ける棘細胞の形態,核
小体の形態と構成等は概してA群 と同様に観察された
が,比 較的表層細胞の原形質内には特異像を観察 し得
た.即 ち,こ の内2例 には屡々正常細胞には見られな





























































3)粒 子 と特定疾患及び主感染 との結び付ぎ
(対照 と比較 した細胞,組 織抽出液の比較に依
る粒子の証明,正 常及び変性細胞と感染細胞の
比較に依 る粒子の同定)









ると謂う しか し,本症の如 く,原因と思われる
粒子の未だ分離されていない場合に於ては,こ
矢吹一超薄切片法に依るCondylomaAcuminatumの電子顕微鏡的観察
れらの各項 目を完全 に証 明す る事 は不可能 で,
多 くは状況推論に依 つ てvirUS同 定を試 みな
ければならない.即 ち・常に一定 した形 と大 き
ぎを呈 し,特 異的内部構造 を示 し,電 子 密度が
大で,一 定 した部位に位 置す る事,又 感染 後一
定時間を経て出現す る事 も考慮 せね ぱ な ら な
い.こ の点に於 いて,筆 者 の観察 した異常穎粒
は,前記の如 く,Mitochondria,Melanin穎
粒 とは明らかに鑑別 出来,而 してその一定 した
形 と大 ぎさ,単 一限界膜,一 定 した部位 を考 え
ると注 目すべ き穎粒 と謂 える.し か し感染期間
に就いては結論を出 し得 ない.筆 者 の例で は,
外来患者を対照 とした為,発 見 より来 院 まで の




いもので見 られない と報告 してい る.何 れ も明
かな数字 の記載 はないが,若 し感染期 間が1ケ
月以内のもの とすれ ば,本 症 の場合,今 後 この
期間内発生のものを観察す る事 も一 つの課題 と
考えられる.
尚,一 般腫瘍細胞 の細胞質 に於 ける異常穎 粒
の出現に就いては,Selbyn),Porterio),Me-
esen19),高木23)をは じめ幾多 の報 告が ある.
Selby11)のosmiophilicgralluleは,平
均120mμで,細 胞周 辺部 に出現 す る事で は筆i
者の例 と一致 するが,そ の大 きさと内部構造,
電子密度の点で稽異 るもの と思 われ る.
依つて筆者の観察 した異常穎 粒は,virUSを
疑うに足 る穎粒 ではあるが,尚 それをvirUS粒
子と同定す るには,上 述 の如 き発育 過 程 の 追
究,分 離精製標本 の観察,血 清免疫学 的研究 そ
の他の併用に依 る今後 の研 究に待たね ばな らな
い.
原形質内の変化 に就 いては,B群 では概 して
無構造な比較的明 るい構造 と,空 胞状構造 を示
す変化 とを観察 し得 た .前 者 に於い ては,核 に
近 く存在す る事が興味深 く,Matrixに類似 せ
る所も見 られ るが,中 に異常穎粒 らしきものは
認められなかつた.又 後者 の空胞状変化 に就 い
























Mitochondriaに就いては,細 胞変 性 の
際,最 も敏感に変化を受けると謂われ て い る












切片法 に依 り電顕 的観察を行 い,次 の結果を得
た.
1.25例中2例 には,棘 細胞原形質内に150
～250mμのvirusを疑 うに足 る異常顯粒 を認
めた.
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2.上 記2例 を含む6例 には,原 形質 内変化
を認めた.即 ち2例 に比較的無構造 な明 るい構
造,4例 には,空 胞状変化 を認 めた.
3.25例を通 じ,角 質層 は概 して浮腫状 で,
角化が少 い.
4.上 記の6例 を除 く19例で は,棘 細胞基質
は概 して明 るい構造 を呈 してい る.
5.棘 細胞 の核及 び核小体 は,一 般に大 きい
が,比 較的安定 した像 を呈 して いる.
6.Mitochondriaは,腫大変形が著 明 で,
cristaeの正常配列 を示す ものは少 い
7.EndoPlasmicreticulum,Golgi氏装
置等 の小器 官 は,比 較的発達に乏 し く.原 形質
内変化を有す るものでは減少 を示 した.















































21)石 沢 政 男,山 田 英 智=組 織 学 提 要3巻.
22)東 昇=電 子 顕 微 鏡4,121.1956,
23)高 木 文 一=a)綜 合 医 学i)13,1252.1956,
ii)14,635.1957,
b)癌 研 究 の 進 歩,第2版,229,
24)渡 辺 陽 之 輔:綜 合 臨 床,7,75.1958,
25)藤 田 英 輔=a)E皮 会 誌7,67.1957,
b)皮 紀 要1,51.1958,
c)皮 紀 要1,54.1959,
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Fig.3正 常 包 皮 内板 表 皮 の棘 細 胞 層 の 一 部
細 胞 間橋 に 於け る細 胞 膜 は 『 の 所 で二 重 膜 に 見 られ る,
Mitochondriaはほ ぼ 均 一 な大 き さでcytoplasmに
一 様 に 分布 して い る .
NnucleusNI=nucleolusM=mitochondria
Tf=tonofibril6000×




































Fig.4正 常 包 皮 内 板棘 細 胞 の一 部
核 の下 方 原 形 質 の一 部 に 電子 密 度 の高 い
Golgi氏装置 と思は れ る像 が 見 られ る.
N:nucleusNI=nucleolusM:mitochondria
Erendoplasmicreticulum9000×
響 録1:∵ ⑳馨ノ盛写 ノ る盈 鰭.、∫
Fig。5正 常 包 皮 内板 表 皮 基 底 層 の一 部
基 底 細 胞 は 棘 細 胞 と比 して 密 に接 合 して居 るが,
細 胞 間橋 で 連 絡 な く,Tonofibri1も間 橋 で 終 つ て
居 るの が 認 め られ る.
N=nucleusNI:nucleolusA4:mitochondria
Bm:BasalmembraneTftonofibri17500×
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Fig.2と比 較す る と,穎 粒 層 で は 張 原線 維 が 見 ら
れ な い.角 質 層 は破 壊 して,角 化 が 見 られ ない.
4000×




























Fig.8CondylomaAcuminatumの棘 細胞 層 の 一 部
Fig.3と比較 す る と,核 周 囲の 基 質 に 明帯 が見 られ る.
核 の 不 正 形,Mitochondriaの膨 大 不均 一 が 著 明 に 認め
られ る.細 胞 間 橋 に 於 け る細胞 膜 も誼 の 所 で 明瞭 に認 め ら
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Fig.9CondylomaAcuminatumの表 皮 基 底 層
核Mitochondriaの増 大 が 見 られ る.基 底 膜 は
Fig.5と比 して 平滑 を 欠 く.基 底 膜 で境 され る
下 方 は 血管 で あ る.6000×
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Fig.10CondylomaAcuminatumの棘 細胞 の原 形 質 内変 性.
周 囲 とは 明瞭 に区 別 出来 る明 る い構 造 で 中 には,
Mitochondriaも見 られ る.右 隙 に は 核 小 体 の変
形 増 大 が 認 め られ る.
NlnucleusNInucleolusM:mitochondria
Tftollofibril6000×
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Fig.11CondylomaAcuminatum棘細胞 原形 質 の変 性.
核 を包 囲す る様 に 無 構 造 な比 較 的cearな 構 造 で あ る.
Matrixに類 似 せ る構造 な る も異 常 穎粒 は見 られ な い.
NnucleusMmitochondria6000×
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Fig.12尿道 口に 発 生 せ るCondylomaAcuminatum
棘 細 胞(比 較 的 表 層)の 一 部 で,原 形 質 の周 辺 部 に
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胞 原 形 質 内変 性
蜂 巣 状 に充 実 性 無 構 造物 質 が 見 られ,



















Fig.15Fig.13,14と同一一A症例 で あ る
が 切 片 を 異 にす る.各 空 胞 は 全 く融合
して原 形 質 全 体 に広 がつ てい る.





































Fig.13の近 傍 に 於け るGolgi
15000×
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Fig.17尿道 口発 生 のcondyLacuminat、棘 細 胞 原 形
質 に於 け る異 常 穎 粒,単 層 限 界 膜 が 認 め られ,cristae














Fig.18包 皮 内板 発 生 のcondyl.acuminat.の
棘 細胞 原 形 質 に 於 け る異常 穎 粒.15000×
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